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４．その他 
  
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

［新規 ２社（株式会社グリーンテック、OPTROM（HONG KONG）INTERNATIONAL LTD.）］ 
［（注）詳細は、６ページ 定性的情報・財務諸表等  ４．その他をご覧ください。］ 

  
(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

［（注）詳細は、６ページ 定性的情報・財務諸表等  ４．その他をご覧ください。］ 
 
(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作

成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無 
② ①以外の変更 ： 無 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む）21年３月期第 3四半期18,320,000 株 20 年３月期 15,900,000 株
② 期末自己株式数                  21 年３月期第 3四半期        0 株 20 年３月期  1,380,000 株
③期中平均株式数（四半期連結累計期間）  21年３月期第 3四半期   17,132,364 株 20年３月期第 3四半期 15,267,073 株
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
①本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異な

る可能性があります。 
②業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、５ページに記

載の「 定性的情報・財務諸表等 ３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
③当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半

期連結財務諸表等規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 689,285

売上原価 623,063

売上総利益 66,221

販売費及び一般管理費 128,360

営業損失（△） △62,138

営業外収益  

受取利息 5

共同製作事業収益金 13,671

その他 5,848

営業外収益合計 19,525

営業外費用  

支払利息 12,289

共同製作事業費用 11,961

その他 415

営業外費用合計 24,666

経常損失（△） △67,278

特別損失  

固定資産除却損 208

減損損失 629,995

貸倒引当金繰入額 △350

特別損失合計 629,853

税金等調整前四半期純損失（△） △697,132

法人税、住民税及び事業税 811

法人税等調整額 30,210

法人税等合計 31,021

四半期純損失（△） △728,154
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △826,439

減価償却費 199,329

減損損失 629,995

のれん償却額 10,879

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,890

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,772

受取利息及び受取配当金 △221

支払利息 37,555

有形固定資産除却損 3,177

投資有価証券評価損益（△は益） 4,000

たな卸資産の増減額（△は増加） △44,754

売上債権の増減額（△は増加） 269,192

仕入債務の増減額（△は減少） △123,386

その他 6,413

小計 168,624

利息及び配当金の受取額 207

利息の支払額 △37,966

法人税等の支払額 △1,384

営業活動によるキャッシュ・フロー 129,481

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △38,130

無形固定資産の取得による支出 △4,074

貸付けによる支出 △56,000

子会社株式の取得による支出 △2,597

投資活動によるキャッシュ・フロー △100,803

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 150,031

短期借入金の返済による支出 △140,000

長期借入れによる収入 80,000

長期借入金の返済による支出 △202,310

自己株式の処分による収入 30,600

株式の発行による支出 △861

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △404

配当金の支払額 △152

財務活動によるキャッシュ・フロー △83,096

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,076

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △55,495

現金及び現金同等物の期首残高 211,961

現金及び現金同等物の四半期末残高 156,466
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(４) 継続企業の前提に関する注記 
当社は、前事業年度（単体）において営業損失46百万円、経常損失110百万円、当期純損

失76百万円を計上しております。当連結会計年度において利益の黒字化を目標として、販

売価格の適正化（売上原価に見合う価格転嫁）、製造コストの削減に取り組んでまいりま

したが、当第３四半期連結累計期間において営業損失136百万円、経常損失180百万円、四

半期純損失898百万円の計上となりました。 
当第3四半期連結累計期間においては「固定資産の減損に係る会計基準」により、固定資

産の帳簿価額を回収可能額まで減額することにより、有形固定資産の減損損失423百万円及

びのれんの減損損失206百万円を特別損失として計上いたしました。また、繰延税金資産69
百万円の取り崩しもいたしました。 

このように当社は前事業年度及び当第3四半期連結累計期間において当期純損失を計上

するに至りましたが、営業キャッシュ・フローの状況として、前事業年度は242百万円の収

入、当第3四半期連結累計期間の営業キャッシュ・フローは129百万円の収入となり、営業

キャッシュ・フローはプラスとなっております。 
しかしながら、当連結会計年度末において2期連続の営業利益赤字、経常利益赤字になる

ことが見込まれることから、シンジケート・ローン契約（平成20年12月末残高465百万円）

において財務制限条項に抵触する可能性があり、さらに減損損失を特別損失として計上し

たため純資産維持条項にも抵触する可能性があります。これにより期限の利益喪失に係る

請求を受ける可能性があり、今後の資金繰りへの影響が懸念されることから継続企業の前

提に関する重要な疑義が存在します。 
今後当社は、現在の厳しい状況を解消し、将来に向けた経営基盤の再構築を行うために、

各事業の将来計画について検討し、経営合理化を推し進めることが不可欠であると判断し

ております。 
当社は財務制限条項に抵触する可能性があるシンジケート・ローンにつきましては今後

直ちに契約変更の協議に入りますが、主取引金融機関との協議から、当社としては現状に

おいて期限の利益喪失請求を行う可能性は低いと考えており、従来通りの融資を受けるも

のと考えております。 
従って、四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成されており、このような重要

な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。 
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(５) セグメント情報 
 [事業の種類別セグメント情報] 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年 12 月 31 日） 

 
デジタル 

コンテンツ事業

（千円） 

環境 
エネルギー事業

（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高      
(1)外部顧客に対する
売上高 2,329,222 14,481 2,343,704 － 2,343,704

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替高

－ － － － －

計 2,329,222 14,481 2,343,704 － 2,343,704

営業損失（△） △32,757 △61,525 △94,283 （42,316） △136,600

（注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要製品 

事業区分 主要製品 

デジタルコンテンツ事業 音楽用ＣＤ、教材用ＣＤ、映像用ＤＶＤ 

環境エネルギー事業  
長寿命節鉛バッテリーの開発・製造・販売  

バッテリーの販売  

  

[所在地別セグメント情報] 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年 12 月 31 日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が 90％超であるため、所在地

別セグメント情報の記載を省略しております。 
 

[海外売上高セグメント情報] 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年 12 月 31 日） 

海外売上高は、連結売上高の 10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
 
(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当社は、平成 20 年７月１日付で、株式会社グリーンテックと株式交換を実施し完全子会社

としたため、株式会社グリーンテック及び株式会社グリーンテックの完全子会社である

GREEN TEC POWER INTERNATIONAL LTD. を完全子会社としております。 
なお、GREEN TEC POWER INTERNATIONAL LTD. は、平成 20 年９月 24 日付け

で OPTROM（HONG KONG）INTERNATIONAL LTD. に商号変更しております 
 これにより、株式交換による新株発行により資本剰余金が 89,540 千円増加し、株式交換に
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よる自己株式の処分により自己株式が 40,346 千円減少し、これに伴う自己株式の処分差損に

より利益剰余金が 11,486 千円減少しました。 
この結果、当第３四半期連結会計期間末における株主資本は、資本金が 954,500 千円であ

り、資本剰余金が 554,040 千円となっております。 
 
 
「参考情報」 
 前四半期にかかる財務情報 

当社グループは、当第２四半期連結会計期間から当社及び連結子会社２社で構成されてお

ります。前四半期にかかる四半期連結財務諸表は作成しておりませんので、記載をしており

ません。 
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